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本書のfj(1包は，東南アジア地域における都市の分析を

とおして沼j世界 Third丸NorlclI注 1）の百rinnmrmを解
明することにある。国rJ題が示すように，主f象としては七

として東南アジア諸国の primatecity （治大ft[lj↑f)（空 2,
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pushの＇，il'/,' l川i時Hi行i:i>，：ニ（＇； ! I jして rur:il1c1・ I川， move・ 

mentをひきおこした結果て‘あるにところが， l弘i有アジア

の場合，都市における工業の米発達がII及川喜耳目；Jti：：いらじ

るしく：r サ もっ（i'（， 色村jiijでの産手rtr1'J '.', L士l合的
不安に 1 ー人析出要Eiず，・ーら110に rura'wl ιリ move-

mentをひざおこしてL、心。加えて；，＼cjljの1L,1,、人ll成長

率が占ill叶J人i」のi敷t自信［(iiJをもfニらしてL、るとされる｛

i欠の怜行｝土、都T¥i令における社会構造の定化につL、てで

ある3帆γIl':南アジアにおける大都市ゾ）人ilJfi力LIは，

たしか；ソ＇ if,!J構成を粧汁（1'Jtこも，相対iH'L叶とさせ

たっかかる変化は，理論i'l'-.Jには叶然社会主lL（，能，個々 人の

社会的関係といった側面での基本的変化をもたらすもの

望書 評

である。ところが，東南アジアの都市ではそういった社

合管化が依然どしてみられないラというのは，人口の複

｛，（！＇］溝成，国内での院なる言話集団の存在，三室経済構

、（，＇， LI＇った植民／,1,l1icl)諸特徴が、七.i'fの都市流入j（をし

て／$in境界内部での幾村的生活を可能にしているからで
ある t これら伝統的生活を営む土管の市民にと引で，生

;r,n：動の？？理竹， 7証付iさ，技術;'j'i';'Jiに立Iする進取（1'Ji！＇；）変，
’日々の変化をと （， Lめる必要はたい このことが，七件

以（て都市社えの十九造的変化を日iγ占Lている根伝的要IE!

と脅え九れる

もう一つの論点は都市の社会・文化的役割についてで

ふ心、独立f去のね＇？ Ji'ジア諸国の大川市に期待.c:}.1! :Jえ

た川深還のーっi.t ［！！宗的統一意：践の形江主であった ご才し

をJ1体的にJ旦1，，桁導していくのは，都市のエリートであ

り，エリートを養成する場は都市に集中している教育権

！そであるらとて九がラ都市のエリートというのは中竺し

てい民地1時代に間伐の価値観仁仁〉て教育され／二1t,i1で

ふり，かれらう；y，；’寸ショナリスソへも、またかれらによ

りて行なわれる教育もけっきょく自国の価値，とくに農

村の価値とは無関係の西欧化されたものとならざるをえ

丸かった そのもHIぷ都市による国家内統一意識の形Jえ

Y 三ろか？逆に！；＇けfの都市か九の成，~Iぇへと導く三とにな

っjふ農村のK!lr!i北、らの離反， 一二h正二そは今日の反応7

ジ？の大都市がかかえているもっとも根本的な問題の一

つである｛

:xi 6主主からおKi／，にかけてい‘ 各市ごとに東門： f 〆ア
山大都市におけら人ii学的特tt，経済活動パターンの空

間的日列，居引形態についての分析がおこなわれる。そう

して著者は，それぞれの国の社会文化的相違にもとづく

郎市相互間の人ii構造的差異，ペザール型の経済 b:凶

山川，omyかh戸、＇；（ 1[1心の経済 firmc1.,ntered economy 

）移行期にふらことからく乙kfJiJ,Iwの空間的限付＇. r)

無秋序， fi/(l(J也I!引にに形成された居住ノfターンから新た

な殴階＂の修行11~ ／，，j而にあること等，主として西欧の郡

山！の差以を1:-,t::;i，けっさ」、f¥lイl：の都市が， ）ii;三本η

v二J日i次l~＇Hこ向い .－｝/_¥ii主期にあ.（，と／イ3

＿）＋！＿市γジアの大円i;rnに共通する，r1H1:形態上の つの特

徴iJ, スラムとスケオゲー〔不法土地占拠者〕が併存し

てみられることである。スラムは本来工業都市に， スク

r’JーはN't;村 Cc>>,,-;fj：ーの進展；こ陥！！ ；る現象であるが、
味（：＇？Jアジアのn¥¥iliーには両者が［，，）一郎,Ii内部fこ併存LClよ

られる。しかも，両者の人口を合わせると，実に都市人

口の3分の2近くにも達するという大きい比重を占める
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